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海老名弾正におけるキリスト教受容

一神観を中心として一

関　岡　一　成

　この論文は，比較思想史の観点から，異質の外来思想受容に際して生じる

諸問題，類型を海老名弾正（1856＜安政3＞年一1937＜昭和12＞年）を通し

て考察するものである。

　海老名のキリスト教受容については，r正統的でない」r神道的，儒教的で

ある」と批判された。また，彼が強調した「日本的キリスト教」も，国家主

義的臭いのするものとされた。戦後は，戦争，国家，植民地，天皇に関する

彼の思想が，キリスト者として適切でたかったとみられてか，ことさらに無

視されて今日に到っている。同時代に活躍した内村鑑三，植村正久，小崎弘

道，新渡戸稲造には全集，著作集があるのに，彼等に劣らたい量の著作があ

るにもかかわらず，海老名の著作集は刊行されないままである。

　確かに，今日の視点で海老名の著作を読む時，その思想には批判されるべ

き点も少なくない。しかし，筆者がこの論文で海老名に注目するのは，彼の

思想内容もさることたがら，明治期にキリスト教を受容した人達の中で，独

自の受容方法を取っているからである。

　欧米の宣教師によって伝えられた，欧米型のキリスト教を直輸入し，その

まま受容することが正統的であるとされていた時代に，海老名は，欧米型は

キリスト教が異なった地，文化において受容された時に生じた種々の受容類

型の一つにすぎないとして，日本的類型があってしかるべきと考えた。その

　　　　　　　　　　　　　　　　（25）



背景には，ギリシア，ラテン，ゲルマン，アングロ・サクソンの一 ｶ化，伝統

に匹敵する内容が日本の文化，伝統にあるとする考えがあったことは言うま

でもたい。それゆえに海老名は，日本の伝統思想の連続，延長線上でキリス

ト教を受容した。

　海老名は，神儒仏思想の伝統を踏まえて成立するr日本的キリスト教」は，

キリスト教の普遍性，純粋性を破壊するものでないと確信していた。むしろ，

一類型にすぎない欧米型を無批判に受容することにこそ問題があると感じて

いた。

　海老名のキリスト教受容の特徴を示す「日本的キリスト教」は，種々の視

点から考察できるが，ここでは神観に焦点を合わせることにする。神観を中

心にしたのは，一つには，一 C老名自身がr基督教が日本に貢献する所多々あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（I〕
れども，その最も大なるものはこの碑観の思想である」とのべていることに

ある。さらに，もう］つの理由としては，筆者はかねてより，キリスト教と

日本の諸宗教の比較から，両者における相違の根本が神観にあると考えるか

らである。すたはち，キリスト教が唯一人格神を基本としているのに対して，

神儒仏思想が多神，汎神的であるのだが，海老名はこの相違をどのように克

服してキリスト教を受容したのか，をみたいためである。

　海老名がキリスト教の唯一人格神（God）を「日本的キリスト教」の類型

の下に独自に把握する一には，キリスト教に出会ってからほぽ20年を要した。

彼は自分の信仰を振り返って「一監私の信仰経験は，次第々々に進み來たや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
うに思はれる。即ち一の實験があって，又次の實験に入ったものである」と

語っているが，神理解についてもいくつかの段階を経て確立されたものであ

る。海老名自身は，そのプロセスを詳細に言己していないので断定はできたい

が，筆者は，大体四期に分けられると考える。

　第一期は，故郷柳河藩での幼少年時代である。この時期は，キリスト教に

（1）海老名弾正．基督教新論，警醒杜、19且8年，147ぺ一ジ。

（2）海老名弾正、我が信教の由來と経過、非売品，1937年，60ぺ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（26）



出会う前の日本の伝統思想，とくに武士の価値観の中心とたっていた儒教に

よって養われた時代である。この時期は，God受容の素地が形成された時

代といえる。

　第二期は，16才から20才の4年間を過ごした熊本での学生時代である。こ

の時期にL．L．Janesによってキリスト教に出会い，受洗し，Godを受容

した。

　第三期は，20才から23才の同志杜で学んだ時代である。この時期に本格的

にキリスト教の研究を開女育し，・組織的にキリスト教思想の把握に努めた。さ

らにこの時代に，失明の恐れのある眼病にたり苦悩するという体験から，神

観に一段と飛躍がみられた時期である。

　第四期は，明治12年から明治20年代末に到る時期である。とくに，明治20

年代のキリスト教界の動向が海老名に影響した時代である。すなわち，明治

20年代は，内にあっては新神学の導入，外にあっては教育と宗教の衝突問題

が生じ，キリスト教界の指導者達が思想的に動揺した時であった。海老名は，

親しい友人が牧師職を辞するという状況下で，改めてキリスト教と日本の伝

統思想，とくにこの時期には神道思想との調和を見い出すことに努めた。明

治20年代の終り頃には，彼の受容類型である「日本的キリスト教」は確立し

たとみてよい。

　以下に，この四時期の神観を順を追って迫ることにする。

　キリスト教に出会う前の海老名の思想を考える時，もっとも重要な点は，

彼が武士の家に生まれ，武士の子として成長したことである。明治維新によ

って武＝L社会は急速に崩壊したのであるが，彼が幼少年時代に植えつけられ

た武士魂は終生消えることがなかった。海老名が安易に，あるいは正統主義

の名の下に欧米型のキリスト教を直輸入の形で受容できなかった背景には，

この武上の自覚があったと言っても過言ではない。

　　　　　　　　　　　　　　　（27）



　海老名は，士農工商の時代には，支配者である士と支配される農工商の間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
には，r真性格の差殆んど人種を異にするかと思はしむるものあり」とのべ，

その差異の根本は忠君思想の有無から生じるとしている。

　君の藤を食むものは君の為に死すとは，則ち武士の道徳であったらう。彼

　の家子郎蕪はその君父の家に養はれて居つたものであ私大事の場合君家

　の為にその身を殺すは，則ち大義を立る報恩に外ならなかった。故に恩顧

　を蒙らざるものは国より一身を捧げてまでも奉仕する必要はたかった。是

　れが武士には忠君の義務ありしと難も，農工商に至っては藩主とその盛衰

　　　　　　　　　　　　　　（4）
　興亡を共にせざりし所以である。

　武士の子供は，この武士特有の忠君思想を，10才前後で武士の自覚を持つ

という形で身につけた。海老名によると，子供に武士の自覚を持たせるのに

は，母親も大いに貢献したという。

　母が英子を教育するにえ，忠孝の精乖中を頭から吹き込んだ。今の婦人に比

　べると貴に教育はたかったのであるが，英子を忠孝の精神に育て上げる所

　は偉いものであった。彼等は常に懐剣を以て英子を教育した，げにや既に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　十歳ならずして君の馬前に弊るべきことを篭悟せしめた。

　海老名は，1O才の時に母と死別しているが，彼自身それまでに母から機会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
のあることに武士の自覚を持つように教育されたと記している。武士として

の教育は徹底したもので，後年幼少時のことを思い出してのべる場合も，武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
士の自覚を持つこと，とくに忠君思想を「頭の先から足の爪先迄教べられ」

（3）海老名弾正、帝國之新生命，警醒杜、1902年，72ぺ一ジ。

（4）海老名弾正，國民道徳と基督教，北文館，1912年，32，3べ一ジ。

（5）　同　書．177ぺ一ジ。

（6）一例を挙げると。r私は今に忘れない，幼き時に食事の折私の母が突然云べるには、伺うた，

　彼方に今魚類の賢墜が聞える，此の熱い天氣に魚類を貢って歩く，川向ふに於いては今や田を

植付けて彼の通りに苦しんで居る，去れに我々は坐ながらにして飯を喰って居る．お前は如何

　に思ぶか走れは責に祖先の功に擦って君より給はったる所のものである，我々は今魚類を費つ

　て歩くでもなければ又田を植付けるでもないI坐たがらにして喰って居るのは，正かのときに

　は君の馬前で討死をせねばならぬからである、お前は其の礎悟があるかと云はれて、合雛をし

　たことがあります」（海老名弾正，帝國之新生命，104，5ぺ一ジ）

　　　　　　　　　　　　　　　（28）



たと語っている。

　海老名がこの時期に身につけた忠君忠孝思想は，儒教思想によるものであ

るが，彼はそれを自覚していた訳ではない。9才から藩校伝習館に入り漢学

を学んだが，読み書きをすることが中心で，思想的に把握するところまでは

いっていたかった。

　この時期の価値観，思想でGod受容の素地となったものとしては，父親

の太陽崇拝からの影響なども考えられるが，何といってもr君の馬前で死ぬ」

「忠君」思想である。彼は藩校伝習館で，1才年少の若殿様の読書相手と

して10人の内の1人として選ばれた時には，」一この若殿様のために生命を差

　　　　　　　　　（8〕
上げやうと深く思った」という。また，「忠君」ということも，「乗より封建

時代の忠は典範園が狭い，僅かに其一藩主に限られて居った。然し狭いだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
又其だけ深いものがあった，強いものが存して居った」と高く評価している。

　おそらく，武士社会がそのまま存続し，忠を捧げ，生命を差し出す藩主が

そのまま存在していたら，彼はGodを受容する必要はたかったであろう。

ところが，ここに明治維新が生じ，海老名にとっては神であったともいうべ

きr君」を失なうことになった。当然のことながら，これは彼に非常な動揺

を与えた。

　忠孝の観念の如きも動揺して来た。私は武家の子であったから，今迄君と

　して仰いだ相手が無くなり，父母に翼する態度すら愛った。同時に四民平

　等となった。武士から云ふと百姓町人の如き者が勢を得た結果濃儀も無く

　なり，美術も壊れた。音楽も壊れた。多年人心を支配した儒教も壊れて，

　論語孟子は襖の下張りとなった。これは維新の結果である。其時代に私共

　は育つだ。熱ひ其影響を受けざるを得なかった。併し破壊だけでは物足ら

　ぬ。長い問着はれた為に，忠君の精神的要求がある。何ものか権威が欲し
　　　（10）
　かった。

（7）　「我が信教の由來と経過」58べ一ジ。

（8）渡瀬常吉．海老名弾正先生，龍吟杜，1938年．65ぺ一ジ。

（9）　「國民道徳と基督教」176，177べ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（29）



　明治維新によって新たに天皇がr君」として登場したのであるが，従来の

藩主への忠君をそのまま天皇に代えることができたかった。その背景には，

柳河藩の藩士が，薩長土肥の藩士のように国家の中枢にのぼり得る境遇にあ

らず，多くの者が家禄を失たい時代の流れについていけず，貧窮に落入ると

　　　　　　　（11）
いう現実があった。海老名は，当時天皇を「君」とできたかったことについ

て以下のようにのべている。

　子の生命を今後，誰に封じて捧げるのカ㍉天子に差上げるといふ事は，今

　なら明白であるが，その頃は一寸明がでなかった。君の藤を吟む者は，君

　のために死す。主は，臣に禄を與へるから，忠臣たる者は，生命を主に捧

　げねばならぬ。謂は∫，生命と藤とめ交換であった。藤を呉れぬ者は，主

　人でない。皇室は，藤を下さらない。當時の考古では，天子と我々との関

　係が，未だ明白でたかった。明治維新後の忠君は，手解當の忠義である。

　無るに當時は，貝劔に生命を捧ぐべき相手が無くたったので，子は淋しさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
　を感じた。一種の悲哀を抱きつ∫子は前途に光明を望む外たかった。

　幼少時からの徹底した教育で，忠君思想は身につけたにもかかわらず，生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
命を捧げる「君」を失たい・天皇も親もそれに代ることができなかったとこ

ろに，次の熊本洋学校時代にGodをr君」として受け入れる基盤があった

のである。

海老名の隣藩熊本への遊学は，彼にとって人生の大転換となった・明治と

（1O）　「我が信教の由來と経過」53べ一ジ。

（11）　「私は明治維新の韓愛が肚舎人事の上に與へた悲惨の事費を記憶して居る。殊に今までは

　安らかに君の藤に衣食して居った武士は，俄に激烈なる競事場裡に突き出され，忽ち其渦中に

　捲き込まれ手も足も動けなくなったのである。子が一家及び近隣の家々カ…日に月1一こ零落荒廃に

　帰しゆく有様は賢に子供作らも哀れに感ぜられた」（渡瀬常吉，前掲書，284べ一ジ）

（12）渡瀬常吉、同　書．65，66ぺ一ジ。

（13）　「子供の時教へ込まれた忠君、・・・…其考が，大名の無くなった為に，勢象を失って居た。

親が之に代って中心にたるかと云ふと．そうも行かぬ」（海老名弾正，我が信教の由來の経過．

　58ぺ一ジ）

　　　　　　　　　　　　　　　　（30）



いう時代が開国により日本が世界に視野を広げていった時代であるが，海老

名の熊本行は，従来の柳河12万石城下での生活が全でであった少年を54万石

の広い世界，日本という広い視点，さらに英語を通して世界を，科学を通し

て宇宙を知るところへと導いた。そして，それはまた従来の柳河藩の藩主を

「君」とすることから，世界の創造者，天地宇宙万物の創造者たる神という

キリスト教の神を受容する素地にもなった。

　まず，柳河から熊本に行った時の様子をみると，その距離は六十数キロで

あったが，旅行免状が必要で，藩境では藩札を両替したということである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14〕
「熊本に著くと，恰も外国に入ったやうに感ぜられ」た，ということである

から如何に彼がそれまで小さた世界に生きていたかがわかる。

　海老名が熊本に行ったのは，1872（明治5）年1月であるが，熊本洋学校

に9月1日に二期生として入学するまでの問，竹崎茶堂の塾で漢学を学び，

その後洋学校の予備校で勉学した・この時期の出来事として，神観に関連す

るもので大切なことは，茶堂塾で「天」の理解を深めたことである。

　茶堂先生の講義を聞いて，少なからず啓襲されたが，中にも一つ大いに盆

　した事がある。それは天の説明であった。朱子は，天は理たりと云つたが，

　小楠先生は，天は活物である，活物として者へよ，と教べたと，茶堂先生

　が述べた。これは，子に新しく聞えた。予は，これで行かねばならぬとて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　天は活物であるといふ考古が，光明を與へた。

　1872（明治5）年9月1口，海老名は熊本洋学校に入学した。熊本洋学校

は，薩長土肥に遅れをとった熊本藩がrその恥辱を取り返へさん為に青年の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（I6）
教育を企て，外国から教師を迎へて設立したものである」

　熊本藩では，招聰したJanesには，いわゆる「西洋器械之術」を教育し

てもらい，道徳に関しては，儒教をあてる予定であった。ところが，Janes

（14）渡瀬常吉，前掲書，48べ一ジ。

（15）同書，66べ一ジ。

（16）三井　久．海老名先生の包国家的基督教，r基督教研究」22巻1号、1946年3月，36ぺ一

　ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（31）



が宣教師ではなかったものの，熱心たキリスト者であったことと，西洋の文

化がキリスト教と密接に関連していることから，科学教育と同時にキリスト

教に基づく道徳教育をも行なった。この洋学校に，海老名は二期生として入

学したのである。

　入学した当初の海老名の西洋やキリスト教に対する知識は，皆無に近かっ

た。洋学校初年度のこととして，次のように．のべている。

　第一讃本を謹んで，アメリカ人にも道徳心がある事が判った。今までアメ

　リガ人には道徳心がないものと思ってゐたので，これは大襲見であった。

　第二読本に，鳥にパン居を與へる事が書いてあり，窓に來る鳥に物語る所

　があり，これでは日本人よりも西洋人の方が情深いかも知れたいと感じた。

　『母鳥の胸を傷けるた』とも書いてあった。斯んな事を日本人の母は，子

　供に教べなかった。或る意味では，日本人よりも西洋人の方が高尚だとも

　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　思ひ，新しい人情の世界を見せてくれた。

　学生は，英語が理解できるにつれて，Janesより地理，歴史，算術，幾何

学，論理学，天文学，科学を教えられた。これらの学科学習においてGod

受容の準備は着実に為された。とくに，科学の勉学を通して，天地宇宙の

「創造者なる神」という概念を与えられた。Janesに学んだ一期生の小崎弘

道は，Janesが「天文學その他理科學の立場から整然たる運行を保つ宇宙の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
驚異を語って天地を統ぶる偉大なるもののある事を教へ」たと語っている。

海老名自身も，キリスト教を受容し得た大きな原因として，この時の科学教

育をあげている。

　後にたっては科學は宗教に反するやうに見えたが，我々は寧ろ科學に依っ

　て宗教に近いた。物理學を謹んで居る時に，聾の事があった。声が思うし

　て聞えるか。音波の作用である。一秒に二十四から聞え出して，高い所は

　三，四萬迄聞える。と云ふ事を讃んだ時に，さらば其以上の所は誰も聞か

（17）渡瀬常吉，前掲書，80べ一ジ。

（18）同書，486べ一ジ。

（32）



　ぬか，以下の音は人の耳に入らぬか，誰の耳に入るのか。かく者へて，一

　種神秘の世界を指さ∫れ，音の世界は廣い，我々の聞く能はざるものを聞

　くものがありそうに思はれた。又化學に於ては何もかも法則である。一と

　して偶然では無い。私は宇宙に法則があることを知った時に，何とも云へ

　ない一種の尊敬を携はざるを得なかった。それから今の青年にはさ迄共鳴

　せぬやうであるが，非常に心を動じたのは星學である。空にきらめく天の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
　河は星の世界だと知った時に，宇宙の無限が展開して来た。

　海老名は，儒教と自然科学によってGodを受容する準備を整えられ，洋

学校二年の秋，Janes宅で開かれるように狂ったBib1e　C1assに英訳旧新

約聖書を与えられて出席することにより，直接Godを知ることにたる。時

は，1873（明治6）年であり，この年の2月19日に切支丹禁制の高札が撤廃

されたばかりの時であった。

　小崎弘道は，Janesが自宅でBib1e　C1assを開くに到ったのは，彼がr欧

米の歴史を説いて，欧洲文明が一はギリシヤの文學，學間，一はローマの法

律，政治併せてユダヤに興った道徳の感化があって欧米の文化が成立った，

その欧州諸国の歴史，殊に文學研究にはバイブルの知識がなければたらぬ，

然し課程に川へる事は出来ぬから有志の人に自宅で教へる，と云ふ事になつ
（20）

た」ということからであるとしている。当然学生の中には，キリスト教は邪

教だということで出席しない者もいたが「教は良くないかも知れぬが研究す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2I）
るだけなら構はぬだらう，英語，英文の訓練のために必要だと認められる」

として，英語の珪解できた者は多数これに出席した。r中でも進んで出席し

　　　　　　　　　（22）
たのは海老名君で」あったと小崎は語っている。

　このJanes宅のBib1e　Classへの出席と英訳聖書を読むということで，

キリスト教への関心も高まり，知識も深めたが，当初海老名には，自分が養

（19）　「我が信教の由來と経過」54，55べ一ジ。

（20）渡瀬常吉。前掲亀．486べ一ジ。

（21）同書，487ぺ一ジ。

（22）同　書，487ぺ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（33）



はれた儒教思想とキリスト教とでは，あまりにもかげ離れており，キリスト

教はとても受容できるものにはみえたかった。彼が感じた両者の相違は次の

ようたものである。

　我は基督教の博愛主義と日本の忠孝との衝突を看取して，基督教を邪教と

　見たのである。又儒教の現實主義は我をして基督教の來世観を迷信と罵ら

　しめたのであ机基督教は利を以て人を導き，儒教は義を以て人を導く，

　基督教は奇跡を信じ，儒教は怪力を語らず，基督教は祈薦をなし，儒教は

　正道を賎み，人事を壷して結果を顧みない。而して基督の神が不可思議に

　して，人事に没交渉と認められたのである。聖書は一種の古傳説にして，

　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
　信ずるに足るもの甚だ少しと思うた。

　このように当初は多くの点で，儒教とキリスト教は相違するかのようた印

象を持ったが，その後さらに深く両者を学び，儒教で説く「天」「上帝」が

キリスト教のGOdと類似している点に気付いてから，キリスト教受容への

道が開ける。すなわち，茶堂塾で教えられたr天が活物である」というr天」

の理解が深められ，それとの連続においてGodが認識されるようにたる。

　「近思録」に，『君子は，営に終日天に在るに蟄すべし』と記してある。

　他の所には，『敬せざる勿れ。以て，上帝に封ずべし』とも記さる。天を

　上帝と元へば，考カが具監的にたる。「論語」に曰く，『罪を天に獲れば礒

　る所だし』と。横井小楠は，「宋の朱子」から出講して，「四書」に遡り更

　に「五経」に至って，I遂に天に到達した。天を，上帝に人格化し，天が我

　が心を見，天が我を保護する。r書経」に，r天の明命を顧る』とある。小

　楠日く，『尭舜三代の心を用うるを見るに，其天を畏る∫こと，現在天帝

　の上に任せる如く，目に硯，耳に聞く。動容周旋，総て天帝の命を受くる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
　如く，自然に敬畏なり』云々と。予をして，天に向はしむる指南となった。

　　儒教の天は，朱子の註である理性以上に，何か有りそうに思はれて来た。

（23）　「基督教新論」79ぺ】ジ。

（24）渡瀬常吉、前掲書，90べ一ジ。

（34）



　それが西洋で云ふゴッドと云ふものではないかと思はれた。そして天が段
　　　　　　　（25〕
　序と生きて来た。

　　研究を積むに従って，是等の正反勤と思はれた思想は漸く調和し始めた

　のである。基督教の沖は儒教の上帝，天，活ける天と大抵一致したやうに

　　　　　（26）
　者へられた。

　このように，儒教で説く「天」「上帝」とGodが一致，結合すると考え

ることによってGodを承認するようになった。しかしこの時点では，知識

的，概念的にGodの存在を認識，承認するようになったものの，ハートで

受容することはできたかった。それが祈薦の問題という形であらわれた。海

老名は，Godの存在は認め得ても，礼拝するとか祈ることはできなかった。
　　　　　　　　　　　（27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）

とくに祈薦は，迷信であり，不合理であり，卑屈であり，君子の為すべき事
　　（29）

でないと思っていた。

　しかし，このGodを心から受容するのに妨げとなっていた祈薦の問題も，

やがて苦闘の後に解決された。その解決方法は，武士道，儒教との断絶，否

定の上で受容する方法でなく，あくまでも武士道，儒教との連続，延長線上

で受容する解決方法であった。

　明治八年三月の第一土曜日の夜は，子の一一生涯にて最も大関係のあった夜

　である。予は，今まで精耐上の苦悶を経て，肺の存在を認めて来た。唯だ

　解決しない所は析礒である。然し析薦を認めないから，碑を認めても，肺

　との縁が結ばれなかった。土曜日の夜，子は何時もの如く，聖書を輪講せ

　んが為，ヂエーソス宅へ赴いた。　（略）ヂエーンスは，聖書を誼み終ると，

　荘厳なる態度を以て，r今夜は，析薦に就いて一言したい』と述べた。予

　はかねてより聴きたい題目であったから，満腔の熱心を以て，耳を傾けた。

（25）　r我が信教の由來と経過」55べ一づ。

（26）　「基督教新論」79，80べ一ジ。

（27）　r我が信教の由來と経過」55ぺ一ジ。

（28）　r基督教新論」80べ一ジ。

（29）渡瀬常吉，前掲書，95べ一ジ。

（35）



　ヂエーソスは粛然として曰く，『所蔵は，我々の職分である。創造者に灘

　するオプリゲエションである』と述べた。職分とは，予にとづ露麗一聲で

　あつた。窓から部屋の中へ，光明が來たやうに感じた。雷が頭上に落ちて，

　子は微塵に砕けた心地した。あ土，所薦は職分であったか。私は，職分を

　怠ってみましたか。所薦が職分なら，膝を折り，骨を砕いても，所らねば

　たりませぬ。今まで所薦しなかったのは，済みませんでした。愚かった。

　私は罪人であります。申わけがありません。御免し下さいと析った。僅か

　の瞬間であったが，精誌上の働きは疾風迅雷で，過去の自己は根低から覆

　へされた。子は中心から所った。ヂエーソスは，r第二に，所薦は肺との

　交りである』と云っだ。子は驚樗した。肺との交りとは，何と有難いもの

　ではたいか。今まで予は，智者講者との交りを求めた。天子様の御言葉を

　戴きたがったが，親しく上帝に交り得るとは，何と高大なる恩徳ではない

　か・種は宇宙の主宰であ机これと交はるのが所薦であるかと，平身低頭

　してみた。子の魂は青草が慈雨に浴する如く，伸び上った。始めて種を仰
　　（3g）

　いだ。

　このようにして祈薦の問題が解決することにより，彼と神との間に「電線
　　　　　（31〕
がかけられた」。この時以来「何事でも，肺に伺ひ，辞意を旨とするに至っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
た。子は碑の侯となり，君臣の関係が，赫と自分との間に成立した」といわ

れる。また「祠を主君として私の職分を自費した時，初めて良心がオーソリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
ティーを得た。非常に嬉しかった。これは私の生涯に於ける新生である」と

もいわれる。

　「君の馬前で死ぬ」r忠君」が，価値観，倫理の中心であり，r君」を求め

ていた海老名には藩主に代る新しい「君」として，Godが受容されたので

ある。r肺は君で，私は臣である。君臣の遺徳的関係である。從って私は忠

（30）渡瀬常吉、前掲書，95196ぺ一ジ。

（31）　同　書，一97ぺ一ジ。

（32）同　書，97ぺ一ジ。

（33）　「我が信教の由來と経過」58ぺ一ジ。

（36）



　　　　　　　　　　　（34）
臣として肺に仕へんとした」。これで理解できるように，キリスト教の唯一

人格神が，儒教の「天」「上帝」，武士にとっての「主君」と連続するものと

して把握されたところに，その受容の特徴があるといえる。ただ注意してお

か．なければならないのは，Godを「主君」として受容するのは，海老名一

人のユニークた受容方法ではないことである。というのは，明治初期に薩長

土肥の藩士でない武士が多くキリスト教を受容したが，それらの人々に共通

　　　　　　　　　　　　　　　（35）
していたことでもあったからである。

　海老名がJanesより受洗したのは，洋学校卒業を目前にした王876（明治

9）年6月1日であった。彼は後になって，この時期のキリスト教受容は，
　　　　　（36）
「信仰の入口」であったとしている。

　熊本洋学校はエリートが行く学校であり，当時の多くの塾と比較すると施

設，内容ともに格段に秀れたものであり，その卒業生は国家の発展に指導者

として尽くすべく期待された人材であった。その卒業生達が集団で，創立間

もない同志杜に行き，聖書，神学を学ぶことになった。これは全くの方向転

換のようにみえるが，彼等身身は，政治の世界で活躍することと，宗教の世

界で活動することには，相違がたいと考えていた。というのは，政治の目的

は究極的には倫理五常を国民に守らせることにあり，宗教は政治よりさらに

直接的にその目的を達成することになると考えたからである。それゆえに，

神学を勉強することになったとはいえ，その胸中には，政治を志していた時

と同様国家，愛国ということが変らずにあった。

（34）　「我が信教の由來と経過」，60ぺ一ジ。

（35）一例として本多庸一の場合を挙げる。r欧米は兎も角我が日本にては．文中す言葉と君と

　申す言葉程誰もよく知るものはあるまい。天にある神様をば親として孝を尽せ，十字架に釘づ

　けられた救い主をば己の殿様として，御主人と申して忠義を尽せよと辛さば，誰も直ちに合点

　が行き，忠孝の二字に慣れたる有りがたき感情も湧き出づること，さして骨の折れることにあ

　らざるなり。「高木壬太郎編r本多庸一遺稿』大正7年」（大内三郎，日本キリスト教思想史に

　おける「伝統」の問題，季刊日本思想史，No．6、ぺりかん杜，1978年、100ぺ一ジ）

（36）　・r我が信教の由來と経過」60ぺ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（37）



　海老名は将来，宗教，教育で国家の発展に尽くそうと決心して，キリスト

教を専門的に学ぶため同志杜に来た。しかし，洋学校を卒業した時点でのキ

リスト教理解は，Godを主君として受容し受洗こそしていたものの，深い

ものではたかった。一例を挙げると「我々はキリスト教が孔子釈迦よりも優

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3ア）
等の人であると信じたかったが，証明し得なかった」とのべていることにも

それはよくあらわれている。さらに，師のJanesが宣教師でなく，ピュー

リタンではあったが，聖書解釈などでは必ずしも正統的でなかった面もあり，

海老名のキリスト教理解も正統的，保守的でたい点があった。たとえば「パ
　　　　　　　　　　　　　（38）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）

イブル全部を天啓として受取ら」ず，「四書五経の中にも天啓はあると信じ」，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）
旧新約の記事の中で科学的に証明し得ないものは除去しようというものであ

った。

　このようた背景をもって同志杜に学ぶことになった海老名達は，当初ファ

ンダメンタルた聖書解釈をする教師の宣教師との間にギャップを感じて煩悶

したりもした。しかしその後，学生達は神学を組織的に学びキリスト教への

理解を深め，宣教師達は日本の精神的伝統への理解を深めることによって，

両者のギヤツプは徐々に埋められていった。それでも蹟罪などの重要な問題

について，最後まで相方で理解し合えたい問題もあった。それは，後に海老

名をして「日本的キリスト教」という類型を成立させる根拠ともなった。

　海老名は，先述のように日本の国を神の聖旨に合うような国にするため布

教しようという野心に燃えて神学研究に励んでいたが，1878（明治11）年7

月に，過労などから，失明の恐れがあると診断された眼病になった。この出

来事が，海老名の神観に新たな飛躍を迫る契機とたった。

　眼病により，読書も不可能になり，ただひたすらに自己の内面を見つめ，

未来に対する不安を抱くということになった。この試練の時は数ケ月にも及

（37）渡瀬常吉。前掲書■30ぺ一ジ。

（38）同　書，130ぺ一ジ。

（39）同　書，130べ一ジ。

（40）同　書，131ぺ一ジ。

（38）



ぶものであった。この間，彼がもっとも苦悶したのは，Godを主君として

受容し，神の前に忠臣義士として仕えるために神学を勉強し，布教活動をし

ようと決心していたのに，その夢が断たれようとしていることにあった。こ

こに到って，Godを主君とする限り，忠臣たり得たい自分は全く無意味と

なるということにたり，改めて神を主君とする考えそのものが反省されるこ

とになった。そして，さんざん苦悶した末，Godを父，自分を神の赤子と

する新たな神と自己の把握によって，この危機は乗りこえられた。

　それでは，この君臣から父子への移行は，どのようにして為されたのであ

ろうか。直接的には眼病が原因とたっているが，思想的には罪ということが

契機にたっている。海老名は，Godを主君として受容する前にも，儒教で

教えられた私心と本心ということから両者の渇藤を内に。経験しているが，キ

リスト教を受容して，キリスト教の理想に接することによって，私心，利己

心が深く神に背く罪と理解されるようになっていた。しかし，その罪理解は

あくまでも観念的，抽象的であった。というのは現実には，彼は名誉，権カ

ベの野心を捨て，禁欲生活によって肉体の欲望も断ち，専らGodを主君と

して生命を捧げ，神の事業に携わろうとしていたので，自分が罪人であると

いう実感がなかった。

　ところが，眼病になって明らかになったことは，神の事業に従事すること

そのものは罪でないものの，眼病でその見込みがたくなってこれほど煩悶す

るということは，自分に私心，利己心としての神の事業遂行ということが存

在していたことが暴露されたことである。このように考えると，結局自分は

神に全てを捧げていたのではなかった。実際には，私心，利己心に包まれた

罪悪の固まりであったと自覚された。そして，遂には「最後に自己のすべて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41）
が否定せられ何も残らぬことになって了った」というところまでいった。

　しかし，この追いつめられ，絶望の淵に行んだ時に，一筋の光明に接した。

海老名は，祈藤間題を解決した時の体験とともに，これを二大体験として次

（41）渡瀬常吉，前掲書、108ぺ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（39）



のようにのべている。

　それなら自分の中には何にも取り所が無いかと探した所唯一つある。稗を

　慕って祠の思し召しに叶びたいと云ふ一念である。これは確に一片の誠で

　あ糺これだけは罪ではたい。他は悉く罪であると感1二た。而して碑が御

前には何にも與べない。唯自分を與へるだけであるが，それでよいかと尋

　ねられた時に，私は十字架につけられた。ゲツセマネの所を私も析った。

　願ぐは，此杯を取り去り給へと所つたが，遂に御心に委せ給へと云ふに至

　った。かくて此世に於ては精肺的にも，肉畳豊的にも絶望である。そして唯

　碑を慕ふ一片の誠が残った。（略）経てのものは悉く取りあげられて，’此

　心のみ許された。赤子の心が自弼された時に，宇宙の肺である上帝は愛じ

　て，父となり給ふた。此自費は尊く有り難い。それ迄にも私は肺を父と云

　牢ぬでは無かったが，員の味はなかった。其刹那から私の中に忠臣義士が

　無くたった。生涯を稗に捧げて，稗の御事業をやると云ふ男は十字架で死

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）
　んで，唯榊を慕ふ一片赤子の心のみが残った。

　この君主から慈父，臣から神の赤子への移行は，倫理から宗教への移行と

もいうべきものであった。そして注目すべきことは，海老名においては，倫

理と宗教が断絶，対立するものとして把握されず，直結，連続するものとし

て捉えられていることである。そのことは，罪悪の固まりとまで自己を追い

つめ，自分自身には救いの可能性がたいものと一度は思う所に到りながら，

神を思う赤子の心，一片の至誠を自分の中に発見して立ち直るところによく

あらわれている。この神の赤子の心は，誠であり，良心であ・り，倫理の基盤

とたるものであり，同時に神と結合する根拠ともたるものである。赤子の心，

良心によって神なる父と結合し得るという考えには，罪による神との断絶と

か，キリストによる十字架の蹟罪という考えはたい。

　海老名は，やがて眼病も回復し，1879（明治12）年6月12日，第一期生と

して同志杜を卒業した。

（42）　「我が信教の由來と経過」67～69ぺ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（40）



　これまでの，海老名がGodを主君として，次いで父として受容したとい

うことそのものには，とりたてて異端とされたり，ユニークとされるほどの

ものはたかった。ところが，卒業後，安中，東京，熊本，京都で牧会，教育

に従事し，1893（明治26）年9月に神戸教会牧師に就任した時には，海老名

は正統派の人々からは異端と目されるようにたる。牧師就任に際しては「異

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
端邪説の唱導者」として，信者の内に反対する者があった。また，神戸教会

に就任して約半年後の1894（明治27）年3月発行のr六合雑誌」に執筆した

r基督の教」に対しては，直ちにその内容に問題があるとして，翌月号に神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）
学博士エム・エル・ゴルドンが反論を掲載している。海老名自身も，保守的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45）
信仰者による「私に封する反射は，抑々私の碑戸数曾時代からである」とい

っていることから・神戸教会就任前後数年に1正統派・保守派ζいわれる人

々からは，異端とされる彼のユニークな立場が明確にたったと思われる。

　海老名が，その時期に彼独自の神観を確立したのには，時代の影響が大き

いことも見逃せない。魚木忠一はr肺學的覚醒は明治二十一，二年を中心と

する前後の数年に起り，この時に初めて，日本の基督者特に指導者は諦學を

　　　　　　　　　　　（46）
學的問題として反省した」と記しているが，その契機とたったものとしては，

二つのこ一 ﾆが指摘できるであろう。

　一つには，1885（明治18）年「普及福音宣教同盟」（A11gemeineEvan・

ge1isch　Protestantische　Missi㎝s　Verein）から，スイス人Wilfred

Spimerが宣教師として来日し，雑誌「真理」を発行し，新神学を紹介した

ことと，1887（明治20）年，アメリカ，ユニテリアン協会代表A．M．KnapP

が来日し，自由神学を導入したことである。両者はr新神学」r自由神学」

（43）渡瀬常吉，前掲書，214ぺ一ジ。

（44）エム・エル・ゴルドン，「基督の教」を讃む．六合雑誌，第160号，1894（明治27年）4月。

（45）渡瀬常吉，前掲書，240ぺ一ジ。

（46）魚木忠一、宮川経輝先生と日本基督教神學，基督教研究，21巻1号，1944（昭19）年4月，

　3べ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（41）



と呼ばれ，ともに三位一体論，イエスの神性を否定し，合理的にキリスト教

を理解するものであった。この新しい教えが伝えられることによって，従来

通り伝統的保守的にキリスト教を理解するか，自由主義的キリスト教理解を

選ぶか，二者択一を迫られた。熊本洋学校以来の同窓生金森通倫と横井時雄

が，この新神学の影響を受けて牧師職を辞したのをみても，その影響が如何

に多大であったかが察せられる。

　第二の契機としては，この時代に伝統的思想を再評価する風潮，さらにそ

のこととも関連して生じた教育と宗教の衝突問題が起り，キリスト教と国家，

伝統思想との関連が問われることがあった。

　このようた時代の風潮からの影響を多大に受けつつ形成された，海老名独

自の神観とはどのようなものであったか。

　海老名は，自分の宗教思想の根源には，先に体験された神を父とする神子

の意識がありこれを中心にすえて従棄の神学を考えるようにたった時，正統

的とされる神観との問に，相違が生じてきたという。彼がもっとも正統派の

人々から異端視されるようにたったのは，三位一体論の解釈においてであっ
（47）

た。海老名は，入信以来この問題には悩まされ続けたという。

　子は基督信者となりし當時より，三位一監の教義が念頭に浮ぶことに未だ

　曾て一種云ふべからざる苦痛を感じないことはなかった。子が徴たる智力

　は此教義を解せんが為にあらゆる考慮を用ひ重くして窮境に陥ったこと屡
　　　　　（梱）
　々であった。

　この彼を悩ませた三位一体の問題は，キリストの神性という問題であった。

当時，新神学，自由赫學が導入されたこともあり，キリスト理解には，二つ

の異なった見解があった。一つは，ユニテリアン主義によって代表される，

キリストの神性を否定する立場であり，他は，正統派によって代表されるキ

リストの神性を強調する立場であった。

（47）　「私は三位一盟論に就て異端となった」（r我が信教の由來と経過」75べ一ジ）

（48）渡瀬常吉，前掲書，258べ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（42）



　海老名は，この二つの立場はともに，キリストは「真に人であり，真に神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49）
であ」るという立場の一方のみを強調する偏見であるとした。彼は，キリス

トは神にして人，人にして神である，と正統派の人々と同様に信じたのでユ

ニテリアンではなかった。しかし，正統派，保守派といわれる人々が，キリ

ストの神性を強調して「基督は絶対である。我々とは類が逢ふ。彼は天上よ

　　　　　　　　　　　　　（50）
り降り，我は地より来たもの」と考えるのには，同意できなかった。彼の神

子の意識の体験から考えると，キリストの神子の意識とには大いに共通する

ものがあり，キリストをことさらに超人としていくことには納得できたいと

した。

　基督は父といふ名を假り來って，その静観の内容を言ひ表はされたのであ

　る。肺の父たることは一方に人の子たるを意味する。基督は父我に在り，

　我れ父に在りといはれたのであるが（ヨハネ俸10の38），この辞を父と叫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（51）
　ぶ心霊の内容には，神と人が父子の現しき関係あるを意味する。

　　ナザレのイエスを他人とは思べぬ。彼は兄である。我は弟である。彼は

　　　　　　　　　　　　　　〔52）
　肺我は罪の子と見る事は出来ぬ。

　　基督の生命とクリスチヤ’ソの生命とは同一源にして，又同一であらねば

　ならぬ。是れ彼がクリスチャンの兄弟にして，その長子たる所以である
　　　　　　（53）
　（羅馬8の29）。

　そこで，次に問題とされなければならないのは，では，彼は蹟罪の問題を

どう考えたか，ということである。というのは，正統派，保守派の人々によ

って，キリストが，神の化身，ロゴスの化身，仲保者としてその神性が強調

される背景には，臓罪者キリストということと，原罪を荷う人間という考え

があるからである。

（49）　「基督教新論」95ぺ一ジ。

（50）　r我が信教の由來と経過」75べ一ジ。

（51）　「基督教新論」133，134ぺ一ジ。

（52）　r我が信教の由來と経過」74，75べ一ジ。

（53）　r基督教新論」90．9］ぺ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（43）



　海老名は，原罪とか罪悪を荷う人間，という立場を強調しなかった。彼は

「海老名は罪悪を説かないと云ぶが，私に罪悪の経験が無いのでは無い。人

並以上に苦い経験をした為に，私と同様の経験をさせるのに忍び無いのであ
（54）

る」とのべているが，彼の人問観の根本には，原罪や罪悪を荷う存在として

の人間を強調する立場はたかったといえる。そのことは，何よりも神の赤子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ守ゴデイ
の意識ということによくあらわれている。どこまでも，神の似姿として神に

連続するものを持つ人間，という考えが中心にある。それゆえに，彼の人間

観は，楽観的，性善説的である。大塚節治は，彼の人間観が楽観的であるの

　　　　　　　　　　　　　　　　　（55）
は，その性格からもきているとしている。筆者は，そのような性格もさるこ

とながら，儒教，神道の人間観からの影響も多大であると考える。日本では，

孟子の性善説が正統とされ，萄子の性悪説は異端視されてきたという伝統が

あり，儒教を高く評価し続けた海老名にはこの伝統の継承が考えられる。ま

た，この時期に研究を深めた神道も，罪汚れを外的たものとして，人間の本

質として捉えないので，それへの共感も考えられる。

　海老名は，もとより罪の事実は認めているが，それは，あくまで相対的の

ものであって，絶対的なものとは見たかった。そのことは，次のような言葉

にもよくあらわれている。

　罪悪は物質に固有するものにもあらず，無窮に存在するものにもあらず，

　人格の護育する途中，露肉の戦闘に起因するものである。肉慾，邪慾，私

　慾が勝利を得る所には罪悪の意識を生じ，露能の勝利を得る所には露人の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（56）
　自由あり自主あり，而して罪悪はないのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（57〕
　罪悪はr人の宗教心を深遠ならしめ，人をして肺にあこがれしむる」ため

に必要であり，人が神を父として受け入れ，神の子とたれば，消滅するもの

（54）　r我が信教の由来と経過」70ぺ一ジ。

（55）大塚節治，海老名先生と腰罪論，基督教研究，22巻1号，1946（昭和21）年3月，47べ一

　ジ。

（56）　r基督教大観」i30べ一ジ。

（57）同　書，134ぺ一ジ。

（44）



である。それゆえに，彼は罪の消滅の根拠として基督の十字架を考えない。

r基督の十字架の血を見なくては赦されたいと云ぶのは，クリスチャンの肺

　　　（58）
ではない」し，r基督の十字架は罪人を撲滅せんとする所の肺怒を宥むる所

以ではない。罪人の為めに自から犠牲どたり，人を罪より救ひ出す至誠であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（59〕
る。この至誠は辞の愛に根ざすものにて，基督は之を實現したのである」と

する。

　海老名は，罪が神への反逆であり，キリストの十字架が，神の怒りを除く

　　　　　　　　　　（60）
道であることは認めるが，十字架の中心はあくまで神の愛のあらわれという

ことであり，神の審判，刑罰，怒りのためのものとは考えない。大塚節治は，

海老名の「蹟罪信仰には罪悪の征服を中心とする相と神への類似接近を中心

とする相との二構相が顕著であり，而して後者が中心となって居るが第三の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（61）
構相たる神人の和解を中心とたす相が影をひそめて居る」とのべているが，

筆者も同感である。

　では，キリストは，神の化身，仲保者，和解者ということが根拠になって，

神とされるのでないのたら，海老名にとっては，唯一人格神としてのGod

とどう関連すると考えられたのだろうか。海老名は，キリスト教のGodに

は，超越神の一面と，r神は萬有の上にあり，又萬有を貫き萬有の中にあ
（62）

り」という遍在神（内在神）の二面があると考える。前者のみを強調すれば，

ユダヤ教，イスラム教の神観どたり，キリスト教の神観にならないし，後者

を強調すると，汎神論になってしまい，これもキリスト教ではなくなる。キ

リスト教のGodは，あくまでこの二面を持つものでなければならたいとし

た。そしてキリスト教は，「父は我に在り，我れ父に在る」との意識によっ

て，神人合一，超越と内在を包含するGodへの道を開いたとする。

（58）　r我が信教の由來と経過」75べ一ジ。

（59）　「基督教新論」169ぺ一ジ。

（60）同　書，169，170べ一ジ。

（61）大塚節治I前掲蓄，55べ一ジ。

（62）　「基督教大観」121ぺ一ジ。

（45）



　海老名の「日本的キリスト教」を，神観に限ってその「日本的」というこ

とを考察するたらぱ，キリストによって明らかにされたこの超越，遍在の両

面を持つGodが，　「欧米型」では超越のみが前面に出され，とかく遍在が

軽視されるところから生じだといってよい。日本人キリスト者は，神儒仏の

多神的，汎神的伝統に養はれているので，超越神のみのGOdであれば断絶，

非連続で受容できたい。Godにある遍在神に連続，調和するものを見出し

て超越神をも受容できるのである。それゆえ，　「日本的キリスト教」は，一

方では神儒仏と連続，・調和し，他方では，キリスト教の純粋性も保持してい

るとの確信から唱えられたものである。そして，世界には多神，汎神教の伝

統に生きている人々が多いから，その人々に説かれるべきキリスト教はr日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（63）
本型」であって，排他的な「欧米型」ではないとした。

　海老名は，明治20年代末に自分の神観が確立したとは述べていないし，こ

こで引用したものも後年のものであるが，基本的には，明治20年代に書かれ

たそれほど多くない論文，説教の内容と後年のものには差がないので，彼の

「日本的キリスト教」は，この頃に確立したとみたい。

　日本人はその改宗を以て黒から自へと偽から員へと又悪から善へと移りた

　るものとは者へなかった。彼等は基督教を以て肺儒佛よりもより完全なる

　ものと信じ，祠は燭りユダヤ民族をのみ顧みたるにあらず，諸国諸民をも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（64）
　顧み給ふものと論断するを以て最も公平なる見解と見たのである．

　海老名のこの言葉に，彼のキリスト教，God受容の基本がよく示されて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（65）
いる。海老名は，キリスト教を「静的宗教と動的宗教」の両面から捉える。

静的は神秘的面であり，動的は倫理的面である。海老名が神儒仏の伝統にと

どまり得ず，キリスト教を受容したのには，倫理性，神秘性（宗教性）を併

（63）渡瀬常吉，前掲奮，222，223べ一ジ参照。

（64）　「基督教大観」140ぺ一ジ。

（65）海老名弾正，静的宗教と動的宗教、大鏡閣，1918（大正7）年。

　　　　　　　　　　　　　　　（46）



せ持つキリスト教への魅力ではなかったかと思う。神儒仏の伝統には，儒は

倫理，神仏は神秘ということで分離があった。しかし，キリスト教の受容に

際してその優越は認めたが，日本の伝統思想を否定することはしたかった。

あくまでそれらとの連続，調和という観点から受容している。筆者のみると

ころでは，キリスト教の倫理面は儒教，神秘（宗教）面は神道と連続調和す

るものとして把握しているように思える。しかも，どちらかというと，倫理

　　　　　　　　　　（66）
面に強調が置かれている。その意味では，彼のキリスト教は，故有賀教授．が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（67）
言っているように「倫理的良心宗教」であったともいえる。このことは、彼

が終生r洗礼を受けた武士」として生涯を完うしたことを意味する。

　ただ最後に指摘されなければならないことは，海老名が神儒仏との調和，

連続ということで，私もその中に入れているが，仏教に対する論及や，積極

的評価はほとんどたいことである。これは，仏教を重視しなかった家庭環境，

廃仏棄釈の時代の風潮，楽天的，．人生肯定的性格，倫理の強調などからくる

ものであろうが，やはり，仏教思想への正しい評価，それとの調和がのべら

れたかったことは，欠きた問題点といえる。

※　当論文では，直接引用したところはないが，土肥昭夫「海老名弾正に

　おげる儒教とキリスト教」（「出会い」NCC宗教研究所，1967年）は，示

　唆するところ多い論文であることを記しておく。同教授には，個人的に

　海老名関係の資料についても御紹介いただいた。感謝の意を表したい。

※　r六合雑誌．1については，同志壮大学人文科学研究所のマイクロフイ

　ルムを利用させていただいた。便宜を計って下さった同研究所に感謝の

　意を表したい。　　　　　　　　　　　　　一　　　（1983，9．30）

（66）　「基督教は棘秘的分子を有すると同時に．ヨリ多く倫理的分子を有するのである」（「静的

宗教と動的宗教」2ぺ一ジ）

（67）有賀鐵太郎，海老名弾正と希臓紳學，基督教研究，21巻4号、1945（昭和20）年9月，69

　べ一ジ。

　　　　　　　　　　　　　　　（47）


